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っ
こ
王
子

たっこにんにく
イメージキャラクター

今年もガーリックレディコンテストが開催され、
にんにくまつりに花を添えました。

ガーリックレディ決まるガーリックレディ決まる
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今月の話題　

中学校・高校のスキー部が大活躍
　

こ
の
冬
、
ス
キ
ー
部
の
３

名
の
選
手
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

や
国
体
な
ど
の
全
国
レ
ベ
ル

の
大
会
に
出
場
す
る
華
々
し

い
活
躍
を
し
ま
し
た
。

　

冨
樫
沙
織
さ
ん
は
、
田
子

高
校
と
し
て
は
２
年
連
続
と

な
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を

果
た
し
、
学
校
対
抗
で
初
の

総
合
５
位
獲
得
に
貢
献
し
ま

し
た
。

　

田
子
中
学
校
の
中
平
賢
郷

君
と
冨
樫
千
春
さ
ん
は
県
大

会
で
上
位
入
賞
し
、
男
女
と

も
に
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
大
回

転
競
技
で
中
平
君
は
16
位
、

冨
樫
さ
ん
は
１
５
１
番
ス
タ

ー
ト
な
が
ら
97
位
と
大
健
闘

で
し
た
。

　

ま
た
、
中
平
君
は
国
民
体

育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
県
予

選
で
、
大
学
生
や
一
般
の
選

手
を
お
さ
え
１
位
の
成
績
で

国
体
出
場
を
決
め
、
国
体
で

は
大
回
転
競
技
43
位
で
し
た

が
出
場
し
た
中
学
生
の
中
で

４
番
目
の
タ
イ
ム
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

３
名
の
選
手
と
中
・
高
ス

キ
ー
部
の
今
後
ま
す
ま
す
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今シーズンの成績
●第65回青森県高等学校スキー大会
　ＧＳ５位　ＳＬ５位
●第62回全国高等学校スキー大会
　ＧＳ117位　ＳＬ130位

冨
樫 

沙
織 

さ
ん

（
田
子
高
１
・
水
亦
）

中
平 

賢か
つ
の
り郷 

く
ん

（
田
子
中
３
・
干
草
場
）

冨
樫 

千
春 

さ
ん

（
田
子
中
２
・
水
亦
）

①インターハイまたは全国中学校スキー大会に出場しての感想 ②これからの目標
③応援してくれた町のみなさんにひと言

今シーズンの成績
●第63回青森県中学校スキー競技大会
　ＧＳ２位　ＳＬ１位
●第50回全国中学校スキー大会
　ＧＳ16位　ＳＬ64位
●国民体育大会スキー競技大会県予選
　ＧＳ１位
●第68回国民体育大会冬季大会スキー
　競技会　ＧＳ43位　※ 中学生では４位

今シーズンの成績
●第63回青森県中学校スキー競技
　大会　ＧＳ４位　ＳＬ６位
●第50回全国中学校スキー大会
　ＧＳ97位

①インターハイという慣れない環境のため、自分の中で攻めの気持ちをつく
れませんでした。普段から目標としている「攻めるスキー」ができず、納
得のいく滑りではありませんでした。

②攻めるスキーができるように精神面を鍛え、勉強とスキーの両立をしっか
りし、インターハイ出場を目指しながら将来
に向けてもがんばっていきたいと思います。

③スキーを滑ることができるのは、たくさんの
方々の支えがあってこそなので本当に感謝し
ています。応援してくれていると考えること
で、頑張ろうとプラスに考えられることもた
くさんありました。ありがとうございます。

①全国中学校スキー大会優勝は今シーズンの目
標としていましたが、調子を崩してしまい不
本意な結果でした。また、国体も自分の思う
ような滑りができませんでした。２つの大会
を経験し、どんなに調子が悪くても自分がい
つも持っている「基本の滑りを忘れない」と
いう信念を崩してはいけないと学びました。

②高校生になると日本トップの大学生や大人と競って成績を出さないと
いけないので、滑りに磨きをかけて世界で戦える選手になりオリンピ
ックに出場したいです。

③229スキーランドは自分が育ったスキー場で、運営している方々には
いつも感謝しています。高校は町外ですが、次に帰ってくるときは良
い報告ができるように頑張りますので、応援よろしくお願いします。

①大きな大会に出るのは初めてで緊張しましたが、出場したおかげで全国ト
ップクラスの滑りを見ることができ、自分の実力も含めたくさん学ぶこと
ができました。

②タイムが伸びず自分の思うような滑りができ
なくなっているので、また一

い ち

から基礎を取り
入れて、体の使い方や板の滑らせ方をしっか
り確認して気持ちを整えていきたいです。

③応援してくれたおかげで、良い状態で大会を
迎えることができました。来年も出場したい
ので応援よろしくお願いします。

ＧＳ…ジャイアントスラローム 大回転競技
ＳＬ…スラローム 回転競技

画像提供：一般財団法人青森県スキー連盟



3

　今月の話題

第
６
回
た
っ
こ
に
ん
に
く
ま
つ
り

様
々
な
に
ん
に
く
料
理
を
堪
能

　

２
月
23
日
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
第
６
回
た
っ
こ

に
ん
に
く
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
に
ん
に
く
ま
つ
り

実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
町
内
外
か
ら
約
１
３
０
０
名

の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
田
子
神
楽
保
存
会
技
芸
部
ら

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
の
後
に
山
本
晴
美
町
長
が「
に
ん
に
く
に
感
謝
し
、

に
ん
に
く
の
さ
ら
な
る
可
能
性
を
見
い
だ
し
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
出
店
し
た
各
店
舗
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
ら
は
田
子
の
鍋
料
理
や
さ
ま
ざ
ま
な
に
ん
に
く
料
理
に
舌

鼓
を
う
ち
、
抽
選
会
や
ガ
ー
リ
ッ
ク
レ
デ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
と
い
っ
た

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
、
田
子
町
を
満
喫
し
ま
し
た
。

本
格
的
な
イ
ン
ド
料
理
を

体
験

　

22
日
に
は
に
ん
に
く
ま
つ
り

の
一
環
と
し
て
前
日
祭
が
あ

り
、
中
央
公
民
館
で
「
イ
ン
ド

が
田
子
に
や
っ
て
く
る
」
と
題

し
て
イ
ン
ド
料
理
の
実
演
試
食

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
試
食
会

に
は
約
60
名
の
町
民
が
参
加

し
、
南
イ
ン
ド
料
理
シ
ェ
フ
の

ラ
ジ
ャ
さ
ん
と
八
戸
農
協
女
性

部
田
子
支
部
の
み
な
さ
ん
が
一

緒
に
作
っ
た
エ
ビ
と
チ
キ
ン
の

２
種
類
の
カ
レ
ー
や
パ
ラ
タ
な

ど
の
イ
ン
ド
料
理
を
味
わ
い
、

「
辛
い
け
ど
美
味
し
い
」
な
ど

満
足
そ
う
に
感
想
を
言
い
合
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
ジ
ャ
さ
ん
の
料
理

は
に
ん
に
く
ま
つ
り
当
日
に
も

出
品
さ
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
方

を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

第１回 NINNIKU 料理オンリー１の店
決定グランプリ

新ガーリックレディに山本さん
　２回目の開催となる今年は町内外から５名のエン
トリーがあり、ガーリックレディの座を射止めるため
自分の思いをアピールしました。

　今年は第１回 NINNIKU
料理オンリー１の店決定
グランプリが行われ、三
八地域５つの店舗が６種
類のオリジナルにんにく
料理を出品して競い合い

ました。オンリー１の店は来場者の投票により決めら
れ、たっこにんにくと豚バラ軟骨を
温泉水で煮込んだ、福田温泉癒楽家
福泉（南部町）の「229パイカ煮込
み」がグランプリとなりました。
　結果は次のとおりです。
１位　229パイカ煮込み（㈲福田温泉癒楽家福泉）
２位　にんにくこっころ（ガーリックセンター）
３位　水餃子（がんこラーメン鳳凰）
４位　馬ホルモン焼（㈲尾形精肉店）
５位　たっこの王子様（ガーリックセンター）
６位　麻婆豆腐（カジュアルチャイニーズ鳳凰シノワ）

山本 紘子（23歳・川代）
◎田子町の好きなところは？
　水がきれいなところと、
町を見渡せる大黒森が好き
です。
◎将来の目標は？
　家業を継いで畜産をやり
たいと考えています。

◎意気込みを聞かせてください
　親戚がにんにく農家で昔から苦労して作っているの
を見てきました。田子のブランドとしてのにんにくを
作る行程とその苦労が、この値段に評価されていると
いうことを伝えたいです。また、みなさんに認めてい
ただけるように、明るく笑顔で元気よくピーアールし
ていきたいと思います。

大
盛
況
だ
っ
た
に
ん
に
く
料
理

な
ど
の
出
店

多
く
の
来
場
客
で
に
ぎ
わ
う

会
場
内
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を
通
し
て
海
外
の
生
活
を
肌
で

感
じ
、
ギ
ル
ロ
イ
市
の
方
々
と

親
睦
を
深
め
た
ほ
か
、
在
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
日
本
国
総
領
事

館
へ
の
訪
問
も
実
現
し
、
研
修

生
ら
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
経
験
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

町
の
魅
力
を
見
つ
け
る
た

め
に
～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
田
子

み
ら
い
講
演
会
～

　

２
月
17
日
、
中
央
公
民
館
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
田
子
み
ら
い
（
沢

口
博
二
代
表
）
の
第
２
回
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に

嘉
沢
出
身
で
全
農
青
森
県
本
部

長
を
務
め
て
い
た
藤
村
義
美
さ

ん
を
迎
え
、「
田
子
の
宝
を
掘

物
の
種
を
安
定
供
給
す
る
た
め

の
政
策
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
、

田
子
町
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
田
子
は
新
田
の
水

車
な
ど
の
原
風
景
が
あ
り
、
食

べ
物
が
お
い
し
く
、
秋
田
と
岩

手
の
県
境
と
地
理
的
条
件
も
良

い
」
と
町
の
魅
力
に
つ
い
て
述

べ
、
最
後
に
「
町
が
良
く
な
ら

な
い
と
町
民
も
幸
せ
に
な
り
ま

せ
ん
。
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
講
演
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

自
主
防
災
の
で
き
る
家

庭
・
地
域
を
目
指
し
て
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
修
会
～

り
起
こ
せ
る
の
か
」
の
テ
ー
マ

で
講
話
が
あ
り
、
約
１
０
０
名

が
出
席
し
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

講
演
で
藤
村
さ
ん
は
、
た
っ

こ
に
ん
に
く
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

種
か
ら
も
う
一
度
作
る
こ
と

や
、
経
験
を
積
ま
せ
技
能
を
持

っ
た
人
を
育
て
る
こ
と
、
農
作

　

２
月
25
日
、
中
央
公
民
館
で

平
成
24
年
度
田
子
町
自
治
会
連

合
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町

自
治
会
連
合
会
の
主
催
に
よ
る

も
の
で
約
40
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

海
外
の
文
化
を
体
験
～
田

子
高
校
ギ
ル
ロ
イ
研
修
報

告
会
～

　

１
月
４
日
か
ら
１
月
12
日
ま

で
の
８
泊
９
日
の
日
程
で
平
成

24
年
度
田
子
高
校
ギ
ル
ロ
イ
海

外
語
学
研
修
が
行
わ
れ
、
５
名

の
研
修
生
が
ア
メ
リ
カ
の
姉
妹

都
市
ギ
ル
ロ
イ
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

２
月
13
日
に
は
ガ
ー
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
で
報
告
会
が
行
わ

れ
、
研
修
生
ら
は
出
席
し
た
各

関
係
者
や
保
護
者
約
20
名
に
対

し
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
画
像
を
映

し
な
が
ら
ギ
ル
ロ
イ
市
で
の
体

験
や
感
想
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

市
内
見
学
や
高
校
で
の
交
流
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
生
活

講演をする藤村さん

自主防災について述べる立花さん

訪問の報告をする研修生

トピックス　

福原先生がノバルティス地域医
療賞受賞

　２月14日、福原胃腸科外科医院の福原敬
信さん（82・下本町）がノバルティス地域
医療賞を受賞しました。
　これは、ノバルティスファーマ株式会社
により１９９３年に設立されたもので、地
域に密着した医療活動により住民の保健衛
生の向上に貢献した日本医師会会員を顕彰
するものです。20回目となる今回は全国か
ら６名の医師が選ばれ、青森県からは２人
目の受賞となりました。
　福原さんは、昭和36年に当時の田子病院
に赴任してから現在にいたるまでの50年以
上にわたり、祝祭日や正月も休まず診療を
行い、毎月40回前後の往診を続けて住民の
健康を支えてきました。80歳を過ぎた現在
も同医院の理事長として、また現役の医師
としてレントゲン撮影や健康診断の助手を
務めるなど医療活動に携わっています。
　福原さんは受賞に際し「医師会や各関係
医院のみなさんのおかげで受賞することが
でき身に余る光栄です」と感謝を述べまし
た。
　また、いつまでも元気に過ごす秘訣につ
いてたずねると「認知症予防のために小さ
な欲をもって生活することと、寝たきり予
防のために毎日少しずつ運動することが大
切です」と述べ、福原さん自身も可能な限
り実践しているとのことです。

受賞した福原先生
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な
災
害
の
時
に
は
自
分
の
身
は

自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
普
段
か
ら
楽
観
的
な
憶

測
は
せ
ず
、
住
ん
で
い
る
地
域

を
知
る
な
ど
防
災
対
策
の
想
定

が
必
要
で
す
」
と
述
べ
、
自
主

防
災
の
た
め
の
自
助
努
力
の
大

切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

思
い
出
と
希
望
を
胸
に
～

中
・
高
校
卒
業
式
～

　

３
月
上
旬
、
町
内
の
中
学
校

と
高
等
学
校
で
平
成
24
年
度
卒

業
証
書
授
与
式
が
厳
か
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
１
日
に
は
田
子

高
等
学
校
で
54
名
（
男
子
22
名

女
子
32
名
）
に
、
９
日
に
は
田

子
中
学
校
で
56
名
（
男
子
27
名

女
子
29
名
）
に
、
各
学
校
長
か

ら
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業

証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
田
子
高
校
は
、
郷

土
芸
能
部
が
第
36
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
し
、

田
子
中
学
校
で
は
男
女
相
撲
部

や
ス
キ
ー
部
の
生
徒
が
全
国
レ

ベ
ル
以
上
の
大
会
に
出
場
す
る

な
ど
、
中
・
高
と
も
に
輝
か
し

い
功
績
を
残
し
、
卒
業
生
は
そ

の
立
役
者
と
し
て
在
校
生
の
模

範
と
な
る
活
躍
を
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
２
部
構
成
と
な
っ

て
お
り
、
は
じ
め
に
救
急
法
の

実
技
訓
練
が
行
わ
れ
、
三
戸
消

防
署
田
子
分
署
員
の
指
導
に
よ

り
心
肺
蘇
生
法
や
三
角
巾
を
使

用
し
た
応
急
処
置
の
仕
方
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
の

後
、
青
森
県
防
災
士
会
八
戸
支

部
長
の
立
花
悟
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
「
家
庭
と
地
域
の
自
主
防

災
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、

立
花
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
お
い

ら
せ
町
の
自
主
防
災
組
織
や
、

自
宅
で
行
っ
て
い
る
防
災
対
策

に
つ
い
て
事
例
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
立
花
さ
ん
は
「
大
き

証書を受け取る
卒業生（田子高）→

↓卒業生代表の答辞
（田子中）

　トピックス

さらなる活躍を期待して
～文化賞・スポーツ賞表彰式～

　２月21日、中央公民館で平成24年度田子町文化
賞・スポーツ賞表彰式が行われました。これは、
平成24年１月１日から12月31日までに文化及びス
ポーツ活動において優れた業績や成績を収めた
方々を表彰するもので、文化賞部門では１団体12
個人が、スポーツ賞部門では３団体15個人が受賞
しました。
　受賞者は次のとおりです。（敬称略 ２月21日現在）

●文化賞部門
▽文化奨励賞
○田子高等学校郷土芸能部
第36回全国高等学校総合文化祭富山大会出場
○大下悠人（おおしも ゆうと）（上郷小２）
第23回伊藤園お～いお茶新俳句大賞都道府県賞
◎児童・生徒文化奨励賞　　11名

●スポーツ賞部門
▽スポーツ大賞
○原　健将（はら としゆき）（八戸西３・石亀出身）
第39回東北総合体育大会ラグビーフットボール競
技　青森県選抜選手　優勝
○山市康寛（やまいち やすひろ）（三本木農３・西舘野
出身）平成24年度全国高等学校総合体育大会　相
撲競技大会団体（二陣）　優勝
▽スポーツ賞
○田子高校弓道部男子団体　第12回東日本高等学
校弓道大会青森県最終予選会男子団体競技  第２位
○佐藤謙次（さとう けんじ）（弘前工１・下田子出身）
第65回全日本バレーボール高等学校選手権大会青
森県代表決定戦　第２位　※ 他多数入賞
○古田匡史（ふるた まさし）（八戸西１・下本町出身）
平成24年度青森県高等学校ラグビーフットボール
新人大会　第３位
◎スポーツ奨励賞　２団体10個人
▽スポーツ特別奨励賞
○鳥井本聖奈（とりいもと せな）（田子中３）
第３回世界ジュニア女子相撲選手権大会重量級
第３位　※ 他多数入賞

受
賞
し
た
み
な
さ
ん
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公民館情報

平成25年度行事予定
※日程は変更になる場合があります。　
●５月
▽29日（水）
　チャレンジデー2013

（主会場　農業者トレーニングセンター）
●６月
▽８日（土）～９日（日）
　第65回三戸郡総合体育大会（主会場　五戸町）
●７月
▽下旬（２泊３日）
　キャンピングワールド2013（砥場ノ平キャンプ場）
▽31日（水）～８月２日（金）
　水泳教室（町民プール）
●８月
▽17日（土）・18日（日）
　第68回県民体育大会（中南地区）
●９月
▽１日（日）
　第21回青森県民駅伝競争大会（青森市）
▽８日（日）
　第59回町民大運動会（田子高校グラウンド）
▽22日（日）
　第５回元気に歩こう大会
●11月
▽２日（土）～４日（月）
　第48回田子町文化祭

●２月
▽２日（日）
　第36回文化協会芸能発表会（タプコピアンプラザ）
▽20日（木）
　平成25年度文化賞・スポーツ賞表彰式（中央公民館）
▽下旬
　平成25年度
　田子町生涯学
　習町民研修会

（中央公民館）

中央公民館行事　
●１月
▽９日（木）
　第39回新春書初大会（中央公民館）
▽12日（日）
　平成26年田子町成人式（中央公民館）　　　
※各種講座は随時開催

上郷公民館行事
●フラワーアレンジメント教室
　▽５月～２月
　（毎月第４火曜日　10回程度　上郷公民館）
●水曜わんぱく塾
　（年10回程度　上郷公民館）
※各種講座は随時開催　

公民館講座募集
　平成25年度公民館講座を募集いたします。
　新たに講座を計画したい、現在の講座を継続し
たい等、皆さんからのご応募をお待ちしておりま
す。あなたの希望の講座を、仲間同士で開いてみ
ませんか。

▽募集期間　４月１日（月）～４月26日（金）

■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会スポーツ・社会教育グループ（☎２０－７０７０）
　または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

平成24年度田子町
生涯学習町民研修会
講師　増岡弘さん

平成24年度
クラフト講座の様子

平成24年度
郷土料理講座の様子

キャンピングワールド
2012の様子

第４回元気に歩こう
大会の様子

水泳教室の様子
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●心理
▽スタンフォードの自分を変える

教室／ケリー・マクゴニガル／
141マ

●家政
▽使いきる。／有元葉子／590ア
▽作りおきおかず＆食べ合わせで

簡単薬膳ごはん／植木もも子／
596ウ

▽朝つくらないおべんとう／橋本
加名子／596ハ

●歴史・時代小説
▽糸車／宇江佐真理／913ウ
▽へこたれない人／物書同心居眠

り紋蔵12 ／佐藤雅美／913サ
▽状箱騒動／酔いどれ小藤次留書

19 ／佐伯泰英／913サ
▽悲愁の剣／佐伯泰英／913サ
▽あい／高田郁／913タ
▽おもかげ橋／葉室麟／913ハ
●ミステリー・警察小説
▽欠落／今野敏／913コ
▽血の轍／相場英雄／913ソ
▽十津川警部わが屍に旗を立てよ

／西村京太郎／913ニ
▽南紀新宮・徐福伝説の殺人／西

村京太郎／913ニ
▽ブルーマーダー／誉田哲也／

913ホ
▽ビブリア古書堂の事件手帖４／

三上延／913ミ
▽望郷／湊かなえ／913ミ
●そのほかの小説など
▽田辺聖子の古典まんだら／続／

910タ
▽それを愛とまちがえるから／井

上荒野／913イ
▽ちょうちんそで／江國香織／

913エ
▽沈黙の町で／奥田英朗／913オ
▽夜の底は柔らかな幻／上下巻／

恩田陸／913オ
▽イノセントブルー／神永学／

913カ
▽輝天炎上／海堂尊／913カ
▽ハピネス／桐野夏生／913キ
▽浮かぶ瀬もあれ／新・病葉流れ

て／白川道／913シ
▽いちばん長い夜に／乃南アサ／

913ノ
▽笑うハーレキン／道尾秀介／

913ミ
●エッセイ
▽散歩／小林聡美／914コ
●ティーンズ
▽奥の奥の森の奥に、いる。／山

田悠介／913ヤ

子どもと一緒に楽しい時間
「本の読みきかせ」と「としょかんクラブ」

●春の読書スタンプラリー
　図書館と上郷公民館では今年も

「春の読書スタンプラリー」を実施
します。子どもから大人までどなた
でも参加できます。昨年度は延べ
130名が参加しました。ご家族みな
さんで挑戦してみませんか？
▼期間　３月27日（水）

〜５月31日（金）
▼内容　図書館または上郷公民館の

本を１冊借りると台紙にスタンプを
１つ押します。スタンプを30個集
めると、その場で粗品をプレゼント
します。期間中は何度でも挑戦でき
ます。

●本の読みきかせととしょかん
クラブ

　図書館では毎月第２第４土曜日午
前10時30分から「本の読みきかせ」
と「としょかんクラブ」を実施して
います。子どもたちは本を読んでも
らうことが大好きです。この春から
お子さんやお孫さんと一緒に、図書
館で楽しい時間を過ごしませんか？
ご家族みなさんでの参加をお待ちし

ています。
▼対象　小学校低学年くらいまでの
お子さんと保護者の方
▼参加
　その場で自由に参加できます。
▼内容　ボランティアの方による絵
本の読みきかせと折り紙作りなど。
参加すると会員カードにシールを１
枚貼ります。

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・

祝
日
・
第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

田
子
町
立
図
書
館 

☎
20
‐
７
２
２
１

４
月
の
図
書
館
行
事

▼
４
／
３
（
水
）
午
前
10
時

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら
ぎ
の
郷

▼
４
／
13
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

お
り
が
み
で
「
ふ
き
こ
ま
」
を
作
ろ
う

▼
４
／
23
（
火
）
〜
５
／
12
（
日
）

こ
ど
も
の
読
書
週
間

▼
４
／
27
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

お
り
が
み
で
「
コ
ー
ス
タ
ー
」
を
作
ろ
う

▼
４
／
27
（
土
）
〜

古
雑
誌
・
古
本
お
持
ち
帰
り
コ
ー
ナ
ー

▼色の濃い日が休館日です。

図書館情報

本
を
読
ん
で

ス
タ
ン
プ
を

集
め
よ
う
！

本
の
読
み
き
か
せ

と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

●古雑誌・古本お持ち帰りコーナー
▼期間　４月27日（土）〜
※本がなくなり次第終了します。
▼対象
　貸出券をお持ちの中学生以上の方

▼内容
　図書館で購入し１年が経過した雑
誌や、除籍された古本などを決めら
れた冊数だけ差し上げます。
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お知らせ　

■  防災無線
　個別受信機の廃止についてのお知らせ
　町では、防災無線による行政放送を終了します。
　ご家庭に、下図の受信機をお持ちの方は、取り外し
をお願いいたします。

（※ 現在の行政放送は、緊急告知放送で行っています。）

　取り外した受信機は、家庭の燃えないゴミとして、
各地域の指定日に、不燃物用コンテナに入れて処分し
てください。

問役場総務課総務グループ ☎２０−７１１１

■  ＮＴＴ東日本の電話帳を発行いたします
　ＮＴＴ東日本では、４月中に順次、新しい青森県版
の電話帳を各ご家庭や事業所へお届けいたします。現
在お使いの電話帳は、お届けの際に回収いたしますの
で配達員へお渡しください。回収した電話帳は、地球
環境保護や資源の有効活用のため、新しい電話帳の原
材料となります。
　なお、ご不在等で配達員に電話帳を渡せなかった場
合、次の「タウンページセンタ」までご連絡いただけ
れば、後日、改めて回収にお伺いいたします。

問タウンページセンタ　平日午前９時～午後５時
　フリーダイヤル ☎０１２０－５０６－３０９

■  住宅リフォーム補助金について
　町では住宅性能が向上するリフォーム工事を対象
に、補助金を交付します。
　受付期間が決まり次第、チラシを配布します。
　申請にあたっては、いくつかの要件がありますので、
リフォームをお考えの方はお問い合わせください。

●補助率10％　上限額20万円

問建設課建設グループ ☎２０－７１１７

■  防犯灯がＬＥＤ防犯灯に変わります
　町では、防犯灯の省エネを
進めるため、今年度から町内
に設置されている防犯灯をＬ
ＥＤ（発光ダイオード）の防
犯灯に順次交換しています。
　24年度は、上郷地域の一部
を工事中で、25年度は、一部
上郷地域と相米、清水頭地域
の工事を予定しています。
　防犯灯は、これまで各自治
会等で設置、維持管理を行い、町で電気料金を負担し
てきました。
　ＬＥＤ防犯灯は、従来の蛍光灯型に比べて、寿命が
７倍と長く、ランプ交換などの維持管理の手間を省け
ます。また、消費電力が約半分程度になるため、町が
負担する年間電気料金も半額程度に軽減されます。

問役場住民課住民環境グループ ☎２０−７１１３

■  町民一斉クリーンアップ作戦
▼日時　４月14日（日）午前５時30分～７時
　町民一斉クリーンアップ作戦は、町民が力を合わせ
て各地区の清掃活動を実施し、みどり豊かな美しい町
にするための環境保全を目的とした活動です。

『みなさま積極的にご参加ください！』
※クリーンアップ作戦以外の日でも、各地区において
積極的に清掃を実施しましょう。
　また、ポイ捨てや不法投棄等でお困りの場所で禁止
看板を設置したい場合は、無料で進呈いたしますので、
役場住民課住民環境グループまでご連絡ください。

◎不法投棄に対する罰則
▽個人の場合
　５年以下の懲役、または1,000万円以下の罰金
▽法人の場合
　３億円以下の罰金
　（法令：廃棄物の処理及び清掃に関する法律）

▼主催　田子町　▼共催　田子町自治会連合会

問役場住民課住民環境グループ ☎２０−７１１３

↑昨年４月、クリーンアップ作戦により集められた各地区
のポイ捨てや不法投棄ごみは、田子町建設業協会のボラン
ティアによって収集され、クリーンセンターへ運搬されま
した。田子町建設業協会の皆様には毎年、ボランティアで
ご協力いただいております。

■ 個別受信機 ■
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　お知らせ

■  平成25年度国家公務員「国税専門官採用
　試験」（大学卒業程度）のお知らせ
　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍
するバイタリティーあふれる税務職員を募集していま
す。
　国税専門官は、国の財政を支える重要な仕事を担い、
税務署等において、調査・徴収・検査や指導などを行
う税のスペシャリストです。
▼第１次試験　６月９日（日）
▼受験資格
１．昭和58年４月２日から平成４年
　４月１日生まれの者
２．平成４年４月２日以降生まれの
　者で次に掲げる者
　⑴大学を卒業した者及び平成26年
　　３月までに大学を卒業する見込
　　みのある者
　⑵人事院が⑴に掲げる者と同等の資格があると認め
　　る者
▼受験申込受付期間等
１．インターネット申込み〔原則〕
◎４月１日（月）午前９時～４月11日（木）まで

〔受信有効〕
◎下記の人事院のインターネット申込専用アドレスか
ら申込みを行う。

〔http://www/jinji-shiken.go.jp/juken.html〕
２．郵送・持参申込み
◎申込先　仙台国税局
◎申込期限　４月１日（月）～４月２日（火）
　午前９時～午後５時
※郵送の場合は、通信日付印有効

問仙台国税局人事第二課試験研修係
　☎０２２－２６３－１１１１内線３２３６
※資料の請求は、最寄りの税務署、仙台国税局人事第
二課または人事院東北事務局まで

■  青森県男子・婦人既製服製造業最低工賃
　改正のお知らせ
　青森県男子・婦人既製服製造業
最低工賃が改正され、平成25年
４月１日より効力が発生します。
　詳しくは、青森労働局ホームペ
ージをご覧ください。
　http://aomori-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

問青森労働局労働基準部賃金室
　☎０１７－７３４－４１１４   FAX ０１７－７３４－５８２１

■  平成25年度協会けんぽ青森支部の健康保険
　料率について
　全国健康保険協会（協会けんぽ）青森支部では、県
内の中小企業の従業員とそのご家族が加入する健康保
険事業を運営しています。
　これまで医療費の増加、景気の低迷による保険料収
入の減少等により、健康保険料率の引上げをお願いし
ておりましたが、平成25年度における当支部の健康保
険料率は、現行の10.00％に据置きとなりました。（介
護保険料率も1.55％に据置き）
　協会けんぽは、引き続き、加入者と事業主の皆さま
の保険料負担軽減に向け、国庫補助率の引上げ、高齢
者医療制度の見直しなど国をはじめ関係方面に求めて
まいりますので、ご理解いただきますようお願いいた
します。

問全国健康保険協会青森支部
　青森市長島2-25-3　☎０１７－７２１－２７１３
　ホームページ
　http://www.kyoukaikenpo.or.jp/13,0,73.html

■  平成25年度「教育・福祉・環境」助成事業
　募集のお知らせ
　公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金では県内
の地域貢献を目的に個人、団体、ＮＰＯ法人、企業等
に助成金の交付を行っています。
▼助成金額　必要費用以内で、100万円を限度
▼対象者、対象団体　原則として１年以上の継続的、
組織的活動実績のある個人、団体、ＮＰＯ法人、企業
等
▼応募資格等
⑴青森県の自然、地域、生活文化、歴史、風土などの

地域資源を活用・創造する活動や、健康増進、医療、
福祉、環境に関連する活動を行うこと

⑵平成25年10月１日～平成26年９月30日までに実施
する活動であること

⑶助成金給付後、活動・研究報告書を提出すること
※次の団体等は対象外とします。
・過去３年以内に当財団の助成金を受けた団体等
・政治活動または宗教活動を目的とする団体等
▼応募期間　４月１日（月）～６月30日（日）まで
▼応募先、問い合わせ先
　公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金事務局
　☎０１７−７７４−１１７９　担当／佐藤・川村
　〒030-8622青森市勝田1-3-1
※応募要項と申請書はホームページからダウンロード
できます。
ＵＲＬ：http://www.michinoku-furusato.or.jp
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●4月3日（水）
　乳児健診
　（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●4月10日（水）
　個別接種
　（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●4月11日（木）
　デイケア
　（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●4月12日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●4月15日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
　日本脳炎予防接種（中３）
　（せせらぎの郷）午後3:30〜4:00
●4月17日（水）
　こども健診
　（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●4月19日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30

●4月22日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●4月24日（水）
　個別接種
　（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●4月25日（木）
　デイケア
　（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●4月26日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　なるほど500キロカロリー教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00

4月の主な保健・介護予防事業予定表

誕生

●坂下空
くうや

弥（昌敏・美幸）／七日市
●岡田幸

ゆきむら

村（友貴・明江）／南側
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●上川原栄司（夏坂）
　大坊優香（道前）

お悔やみ
●堰端邦光（50歳）野月
●鎌久保セツ（74歳）矢田郎
●石井キミ（79歳）原
●小島圭子（81歳）杉本
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
25
年
２
月
28
日
現
在

世帯数／2250（＋１）
人口／6416（−５）
男／3075（−１）
女／3341（−４）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

春
の
火
災
予
防
運
動
が
４
月

８
日
（
月
）
か
ら
４
月
14
日

（
日
）
ま
で
の
１
週
間
、『
消
す

ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い
』
を
統
一
標
語
に
、

県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
の
多
く
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
か
ら
発
生
し
て
い

ま
す
。
田
子
町
か
ら
火
災
を
な

く
す
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

『
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

〈
３
つ
の
習
慣
〉

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
新
入
学
児
童
を
守
ろ
う
！

　

春
が
到
来
し
、
新
入
学
児
童

が
通
学
や
遊
び
な
ど
で
外
出
の

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
児
童

は
車
両
や
水
の
怖
さ
に
不
慣
れ

な
こ
と
か
ら
、
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
、
道

路
等
で
小
さ
な
子
ど
も
を
見
か

け
た
ら
、
飛
び
出
し
等
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◎
河
川
敷
や
崖
な
ど
、
危
険
な

場
所
で
遊
ぶ
子
ど
も
を
見
か
け

た
ら
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

◎
小
さ
い
子
ど
も
連
れ
の
保
護

者
の
方
は
、
手
を
つ
な
ぎ
児
童

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
車
上
荒
ら
し
に
注
意
を
！

　

例
年
、
鍵
を
か
け
忘
れ
た
駐

車
中
の
車
や
車
の
窓
ガ
ラ
ス
を

壊
す
等
し
て
、
車
内
の
貴
重
品

が
盗
難
に
遭
う
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
人
通
り
の
あ
る
日

中
の
わ
ず
か
な
時
間
に
被
害
に

遭
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100
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編
集
後
記

　

今
月
号
で
は
、
福
原
先
生
の
ノ
バ
ル

テ
ィ
ス
地
域
医
療
賞
受
賞
を
紹
介
し
ま

し
た
。
取
材
の
際
、
福
原
先
生
か
ら
元

気
に
暮
ら
す
た
め
に
心
掛
け
て
い
る
３

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

１
つ
目
は
「
小
さ
な
欲
と
一
緒
に
暮

ら
す
こ
と
」
で
す
。
あ
ま
り
大
き
な
欲

は
自
分
の
負
担
と
な
り
倒
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
自
分
に
無
理
を
し
な
い
小
さ

な
欲
を
持
つ
と
、
ほ
ど
よ
く
気
を
張
っ

て
生
活
が
で
き
認
知
症
予
防
に
な
る
そ

う
で
す
。

　

２
つ
目
は
「
毎
日
少
し
ず
つ
体
を
動

か
す
こ
と
」
で
す
。
年
齢
を
重
ね
て
体

力
が
落
ち
て
く
る
と
動
く
の
が
辛
く
な

り
、
そ
の
ま
ま
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
体
力
維
持
の

た
め
に
無
理
せ
ず
毎
日
少
し
ず
つ
行
う

の
が
大
切
で
す
。

　

３
つ
目
は
「
粗
食
を
す
る
こ
と
」
で

す
。
様
々
な
種
類
の
食
べ
物
を
少
し
ず

つ
適
量
食
べ
る
こ
と
が
健
康
に
つ
な
が

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

午
後
３
時
に
放
送
さ
れ
る
ラ
ジ
オ
体

操
は
、
毎
日
少
し
の
運
動
に
ち
ょ
う
ど

良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
80
歳

を
過
ぎ
て
も
現
役
で
医
療
に
携
わ
る
福

原
先
生
の
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
元
気

に
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
広
報
担
当　

清
水
）

●
楽
し
み
だ
な
ぁ
、
小
学
校
！

　

２
月
15
日
、
上
郷
小
学
校
の

１
・
２
年
生
の
方
々
か
ら
招
待

状
を
い
た
だ
き
、
交
流
会
に
年

長
組
８
名
が
参
加
し
て
き
ま
し

た
。

　

前
々
か
ら
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見

な
が
ら
「
あ
と
何
日
で

小
学
校
に
行
く
ん
だ
っ

け
？
」
な
ど
と
小
学
校

へ
行
く
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
。
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
の
前
で
の
自
己
紹

介
は
少
し
緊
張
し
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
自
分

の
名
前
・
好
き
な
色
・

好
き
な
食
べ
物
を
大
き

な
声
で
話
す
こ
と
が
で

き
て
少
し
自
信
が
持
て

た
よ
う
で
、
そ
の
後
は
す
っ
か

り
表
情
が
和
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
１
・
２
年
生

と
一
緒
に
い
す
と
り
ゲ
ー
ム
や

し
っ
ぽ
と
り
ゲ
ー
ム
、
○
×
ゲ

ー
ム
を
し
た
り
、
１
・
２
年
生

が
手
作
り
で
用
意
し
て
く
れ
た

グ
ル
ー
プ
の
遊
び
を
楽
し
み
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
遊
び
に
は
、

射
的
・
ス
ト
ロ
ー
マ
ジ
ッ
ク
ハ

ン
ド
・
魚
釣
り
・
間
違
い
探
し

の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
は
夢
中
で
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。「
せ
ん
せ
い
！　

ご
ほ
う

び
も
ら
え
た
よ
！
」
と
手
作
り

の
ご
褒
美
に
と
て
も
喜
び
、
大

満
足
の
よ
う
で
し
た
。

　

最
後
は
、
招
待
し
て
い
た
だ

い
た
お
礼
に
子
ど
も
た
ち
の
大

好
き
な
歌
「
に
じ
」
を

披
露
し
て
き
ま
し
た
。

　

1
年
生
に
手
を
引
か

れ
て
体
育
館
に
入
っ
た

時
は
少
し
緊
張
し
て
い

ま
し
た
が
、
優
し
い
お

兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に

お
世
話
を
し
て
も
ら
い
、

終
わ
る
頃
に
は
と
て
も

笑
顔
で
、
小
学
校
へ
の

期
待
も
、
よ
り
増
し
た

よ
う
で
す
。「
す
ご
い
楽

し
か
っ
た
ね
！
」「
早
く

小
学
校
に
行
き
た
い
な
ぁ
」
と

興
奮
気
味
で
話
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
で
し
た
。

　

校
長
先
生
を
は
じ
め
、
先
生

方
に
も
た
く
さ
ん
の
温
か
い
心

配
り
を
し
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
を
大
事
に
し
て
、
今
後
も
保

育
園
と
小
学
校
と
の
交
流
が
で

き
れ
ば
い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

上
郷
保
育
園
）

学
校
の
話
題
　 

上
郷
保
育
園

　情報スクランブル

ご
つ
い
手
で
ぎ
ゅ
っ
と
握
っ
た
目
が
笑
う 

中
村
春
太
（
春
雄
）

飽
食
の
膳
に
加
わ
る
と
こ
ろ
て
ん 

岩
間
十
三
男

堂
々
と
挑
ん
で
完
敗
悔
が
な
い 

西
村
吐
夢
（
務
）

ぷ
ん
ぷ
ん
と
ふ
く
れ
る
顔
が
犬
に
見
え 

　
荷
軽
井
光
生

怪
文
書
ま
た
た
く
間
に
コ
ピ
ー
さ
れ 

蹴
揚
　
舞
（
惠
子
）

世
の
中
を
わ
た
る
道
な
し
舟
も
な
し 

浅
沼
　
裕
（
恵
美
）

通
せ
ん
ぼ
そ
こ
に
わ
た
し
の
予
約
席 

笹
田
か
な
え

機
器
オ
ン
チ
混
乱
さ
せ
る
説
明
書 

久
慈
三
太
（
正
良
）

酒
が
過
ぎ
あ
っ
さ
り
腹
の
内
読
ま
れ 

鳴
滝
笑
美
子

忘
れ
た
い
忘
れ
た
い
の
よ
昔
ご
と 

中
村
与
志

太
陽
を
回
る
泣
い
た
り
笑
っ
た
り 

石
亀
ひ
ろ
み
（
碩
良
）

テ
レ
ビ
だ
け
渡
る
世
間
は
鬼
ば
か
り 

松
尾
よ
し
夫

リ
サ
イ
ク
ル
と
う
と
う
私
の
番
が
き
た 

森
田
榮
子

ご
み
箱
の
君
を
ひ
ろ
っ
て
い
い
で
す
か 

宮
村
　
玉
（
武
彦
）

「
朝
ズ
バ
」
で
笑
い
こ
ろ
げ
る
み
の
も
ん
た 

北
村
吾
朗（
已
起
男
）

タプコピアン文芸
あさひな川柳吟社（代表　北村已起男）

川
柳



12

広
報
た
っ
こ
２
０
１
３
年
４
月
号
（
平
成
25
年
３
月
19
日
発
行
）
通
算
第
６
４
１
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.ao

m
o
ri.jp/　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 takko

-info
@

to
w

n.takko.ao
m

o
ri.jp

［
制

作
印

刷
］

有
限

会
社

 赤
坂

コ
ピ

ー
ラ

イ
ツ

ジ
ム

白熱のソリレース～Ｓ１グランプリ開催～
　２月24日、創遊村229スキーランドでＳ１（ソリワン）グラン
プリが開催されました。これは、町スノーボード協会と創遊村
229スキーランドの主催によるもので、シングル17名とペア４組
の21エントリーがありました。
　順位はトーナメント勝ち上がり方式により決められ、参加者ら
はジャンプ台も設置され
た全長100メートルの特
設コースを楽しみました。
　結果は次のとおりです。

◎シングル小学生の部　
第１位　梅内　充
第２位　坂本陸斗
第３位　吉田陽菜
◎シングル中学生から大人の部
第１位　梅内郁江
第２位　森山　大
第３位　野崎貴広

◎ペアの部
第１位　森崎進也・歩実
第２位　坂本　衛・響
第３位　坂本小百合・るきあ

　２月22日、田子中学校（一戸宗雄校
長）で立志式が行われました。２年生
67名は「毎日笑顔で、友だち思いな人
間になります」「自分の行動に責任を持
ち、自ら進んで行動する人間になります」
など、将来の目標を書いた色紙を掲げ大
きな声で立志宣言しました。
　今年は工藤陸くん（七日市）が考案し
た「謝儀～たくさんの「ありがとう」に
支えられ～」が学年テーマとされ、感謝
と礼儀を重んじることがこれからの社会
を生き抜いていく重要なキーワードとと
らえ、設定したとのことです。
　立志宣言の後には、一戸校長による

「宇宙の子として」と題した記念講演が
あり、自分を磨くことや人を思いやるこ
となど、こ
れから最上
級生となる
生徒らにメ
ッセージを
送り激励し
ました。

声高らかに立志宣言
～田子中学校立志式～

大興奮のジャンプ

たっこ王子にファンレター

●名前：後藤 裕樹 26歳
　　　　（ごとう　ゆうき）

●出身地：岩手県一戸町
●お住まい：  三戸町
●お勤め先：社会福祉法人くり
　の木会　田子保育園

町のみなさん
こんにちは ◎趣味や特技は？

趣味は音楽鑑賞と読書です。
特技と言えるほどではありません
が、ギターを練習しています。

◎田子町で暮らして感じる良いとこ
　ろは？
　水が冷たくておいしいところと、

名久井食堂の五目やきそばがおい
しいので好きです。

◎将来の夢や目標は？
　子どもの気持ちがわかる保育士に

なることです。
◎ひと言
　男性保育士ということで、珍しか

ったり不思議だったりすると思い
ますが、温かい目で見守ってくだ
されば幸いです。よろしくお願い
します。

みんなで考えた学年立志宣言

大きな声で目標を述べる生徒

ボク、とってもうれしいことが
あったんだ！
はじめて、お手紙もらったんだ
よ (^_^)v
これからも、みんなといっしょ
に遊びたいし、お友だちをふや
していきたいな。　
おうえんよろしくね♪

（文　たっこ王子）

はじめてのハッピーバースデイ
平成24年３月に生まれた満１歳のお友だちです。

●岡山虹
に い な

衣那ちゃん
Ｈ24.3.10

（野月・女の子）
お誕生日おめでとう！
いつも虹衣那の笑顔に
癒されてるよ。ありが
とう！　これからも元
気に大きくなあれ！

●松橋綺
き ら

羅ちゃん
Ｈ24.3.21

（中本町・男の子）
綺羅くん誕生日おめで
とう。パパ、ママは元
気に育ってくれてい
る綺羅くんが大好きだ
よ。


